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な
る
固か
曹ん

雇つ

6
年
度
は

資
産
税
の
評
価
替
え
で
す

税
・
・
・
市
役
所
か
ら
納
税
通
知
書
が
送
ら

ら
納
め
て
い
る
け
ど
、
何
に
対
し
て
課

か
、
ど
の
よ
う
に
税
額
が
決
め
ら
れ
て

で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
|
そ
う
思
っ
て

-
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

成

6
年
度
は

3
年
に

1
度
の
評
価
替
え

す
が
、
そ
の
方
法
、
税
金
と
ど
ん
な
聞

か
な
ど
、
固
定
資
産
税
は
身
近
な
税
金

ら
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
の
が
事
実
で

よ
、
っ
か
。

税
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
課
税
の
方
法

平
成

6
年
度
の
評
価
替
え
に
つ
い
て
、

係
の
岡
田
係
長
に
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

〈〉
平
成

5
年
度
税
収
予
算

市たばこ税

2f意9，980万円
(4.4%) 

その他

1，684万円
(0.3%) 

軽自動車税

4，783万円
(0.7%) 
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地

家

屋

償
却
資
産

土

か
か
る
税
金
で
す

-
で
は
初
め
に
、
固
定
資
産
税
と
は
ど
ん
な
税

金
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

税
金
の
種
類
は
臼
種
類
あ
り
、
こ
れ
ら
は
通

常
①
国
税
と
地
方
税
②
直
接
税
と
間
接
税
③
普

通
税
と
目
的
税
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
分
け
方
で
固
定
資
産
税
を
分
類
す
る
と
、

①
地
方
税
②
直
接
税
③
普
通
税
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
・
事
業
用
の

機
械
な
ど
の
償
却
資
産
に
か
か
る
税
金
で
す
。

土
地

・
家
屋
・償
却
資
産
を
固
定
資
産
と
い
い

、

毎
年
1
月
1
日
現
在
の
所
有
者
が
、
そ
の
固
定

資
産
の
あ
る
市
町
村
に
資
産
価
値
に
応
じ
て
納

め
る
も
の
で
す
。

魚
津
市
の
市
税
収
入
の
う
ち
、
固
定
資
産
税

は
5
割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
市
民
税
と
と
も

に
市
が
行
う
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
な

財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-
税
額
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
で
す
か
。

『課
税
標
準
額
×
税
率
』
が
税
額
に
な
り
ま

す。
税
率
は
、

1
・
4

%
か
ら
2

・
1
%
の
範

囲
で
市
町
村
が
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ

広報うおづ(3) 

て
い
ま
す
。
魚
津
市
の
税
率
は

1

・
6
%
で

す
。課
税
標
準
額
は
、
固
定
資
産
の
評
価
額
を
も

と
に
算
定
し
ま
す
。
評
価
額
と
は
、
国
(
自
治

大
臣
)
が
定
め
た
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
市
が

評
価
し
、
市
長
が
決
定
し
た
固
定
資
産
の
価
格

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

課
税
標
準
額
は
、
H

住
宅
用
地
の
特
例
措
置
。

や
か
土
地
の
負
担
調
整
率
H

が
あ
る
場
合
に
は

評
価
額
よ
り
低
く
な
り
ま
す
。

住
宅
用
地
の
特
例
措
置
と
は
、
土
地
を
住
宅

用
地
(
居
住
用
に
使
用
し
て
い
る
家
屋
の
敷
地
)

と
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合
、
課
税
標
準
額
を

評
価
額
の

2
分
の

l
と
す
る
、
ま
た

2
0
0
M

ま
で
の
住
宅
用
地
(
小
規
模
住
宅
用
地
)
に
つ

い
て
は
評
価
額
の

4
分
の

l
と
す
る
も
の
で
、

住
宅
用
の
土
地
に
対
す
る
税
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

(平
成
5
年
の
税

法
改
正
で
平
成
6
年
度
か
ら
特
例
措
置
が
拡
充

さ
れ
ま
す
|
5
ペ
ー
ジ
)。

負
担
調
整
率
は
、
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は

H
3
年
ご
と
に
評
価
替
え
H
を
行
う
わ
け
で
す

が
、
こ
の
評
価
替
え
に
よ
る
急
激
な
税
負
担
の

増
加
を
抑
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。(
5
ペ
ー
ジ

別
表
参
照
)。

評
価
額
や
課
税
標
準
額
は
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
し
、
こ
の
課
税
台
帳
は
一
定
期
間

皆
き
ん
に
お
見
せ
し
ま
す
(
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧)。

こ
の
縦
覧
の
後
に
、
税
額
が
決
定

し
ま
す
0

・
所
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
固
定
資
産
に
税
金

が
か
か
る
の
で
す
か
。

墓
地
や
公
共
用
の
道
路
な
ど
に
は
税
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
免
税
点
が
あ
っ
て
、
土
地

・
家
屋

・

償
却
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
標
準
額
が
、

土

地
の
場
合
は
羽
万
円
、
家
屋
の
場
合
は
初
万
円
、

償
却
資
産
の
場
合
は

1
5
0
万
円
仁
満
た
な
い

も
の
に
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

土
地
は
地
価
公
示
価
格
の

7
割
程
度
を
目
標

家
屋
は
再
建
築
費
・

耐
周
年
数
を
見
直
し

-
固
定
資
産
の
評
価
の
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ

、O
B
tw 土
地
に
つ
い
て
は
、
。
売
買
実
例
価
額
。
を
も

と
に
、
売
手
や
買
手
の
都
合
な
ど
の
特
殊
な
条

件
を
除
い
た
場
合
の
価
格
|
つ
ま
り
慨
ね
正
常

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
価
額
(
正
常
売
買
価
格
)

を
基
礎
と
し
て
評
価
し
ま
す
。

家
屋
に
つ
い
て
は
、
H

再
建
築
価
格
。
を
基

(
次
ぺ

l
ジ
へ
つ
づ
く
)

〈〉
国
税
と
地
方
税

国
税
は
国
に
納
め
る
税
金
、
地
方
税
は
地
方

公
共
団
体
に
納
め
る
税
金
を
い
い
ま
す
。

地
方
税
は
、
さ
ら
に
都
道
県
税
と
市
町
村
税

に
分
か
れ
ま
す
。

〈〉
直
接
税
と
間
接
税

直
接
税
は
、
税
金
を
納
め
る
義
務
の
あ
る
人

と
実
際
に
負
担
す
る
人
が
同
じ
で
あ
る
よ
う
な

税
金
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
間
接
税
は
、

税
金
を
納
め
る
義
務
が
あ
る
人
と
負
担
す
る
人

が
異
な
る
税
金
(
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
に
上

乗
せ
さ
れ
て
消
費
者
の
負
担
に
移
る
)
を
い
い

ま
す
。

〈〉
普
通
税
と
目
的
税

税
金
の
使
い
み
ち
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ど
う

か
で
区
分
さ
れ
ま
す
。

普
通
税
は
、
一
般
的
な
財
源
に
充
て
ら
れ
る

税
金
で
ほ
と
ん
ど
の
税
金
が
こ
れ
に
な
り
ま
す
。

目
的
税
は
、
特
定
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
か

け
ら
れ
る
税
金
で
、
例
え
ば
自
動
車
取
得
税
な

ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

〈〉
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

通
常
毎
年
3
月
1
日

i
m
日
(
初
日
間
)

、=
1=子

税負担については、特例措置の拡

充でよりなだらかなものになります。

岡田税務課課税係長



(4) 

(前
ベ
l
ジ
か
ら
)

準
と
し
て
評
価
し
ま
す
。
再
建
築
価
格
と
は
、

全
く
同
じ
家
屋
を
評
価
す
る
時
点
に
同
じ
場
所

に
新
築
す
る
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
年
数
が
経
て
ば
古
く
な
り
ま

す
し
傷
ん
で
も
き
ま
す
か
ら
、
経
過
年
数
や
損

耗
の
程
度
に
応
じ
た
減
価
を
行
い
ま
す
(
経
年

減
点
補
正
)
。

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、

H

取
得
価
格
。
を

基
準
と
し
て
評
価
し
ま
す
。
償
却
費
産
に
つ
い

て
も
耐
周
年
数
や
経
過
年
数
に
応
じ
た
減
価
を

行
い
ま
す
。

-
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、

3
年
ご
と
に
評

価
替
え
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
:
:
:
。

固
定
資
産
税
は
基
本
的
に
は
そ
の
時
の
価
格

「
適
正
な
時
価
」
を
課
税
標
準
額
と
し
て
課
税

さ
れ
る
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
本
当
で
あ
れ

ば
毎
年
評
価
の
見
直
し
(
評
価
替
え
)
を
行
わ

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
土
地
や
家

屋
は
膨
大
な
数
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
は
実

務
的
に
不
可
能
で
す
。
そ
こ
で
、

3
年
に

1
度

評
価
を
見
直
す
制
度
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、

平
成

6
年
度
が
そ
の
評
価
替
え
の

年
に
当
た
り
ま
す
。

-
必
ず
評
価
替
え
を
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
す
か
。

評
価
替
え
は
定
期
的
に
資
産
価
値
を
見
直
す

こ
と
で
、
納
税
者

(
税
金
を
納
め
る
人
)
聞
の

税
負
担
の
公
平
を
図
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
評
価
替
え
を
行
わ
な
い
と
、
か
え
っ
て
不

公
平
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
平
成

6
年
度
の
評
価
替
え
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
評
価
替
え
で
は
、
土
地
(宅
地
)

の
評
価
は
売
買
実
例
価
額
や
地
価
公
示
価
格
、
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ま
た
は
相
続
税
評
価
額
の
動
向
な
ど
を
考
慮
し

て
評
価
額
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成

6
年
度
の
評
価
替
え
で
は
、

地
価
公
示
価
格
の

7
割
程
度
(
目
標
)
の
評
価

に
す
る
よ
う
国
の
評
価
基
準
が
改
め
ら
れ
ま
し

た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
魚
津
市
で
は
、
宅
地
平
均

で
約
2
・
5
倍
程
度
評
価
額
が
上
昇
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、
再
建
築
費
や
耐

周
年
数
な
ど
見
直
き
れ
ま
す
。

-
地
価
公
示
価
格
を
基
準
と
す
る
理
由
は
:
・。

土
地
の
価
格
に
は
公
的
な
土
地
評
価
だ
け
で

d
u
 
①
地
価
公
示
価
格
(
国
土
庁
)

②
地
価
調
査
価
格
(
都
道
府
県
)

③
相
続
税
評
価
額
(
国
税
庁
)

④
固
定
資
産
税
評
価
額
(
市
町
村
)

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
バ
ラ
バ
ラ
で
均
衡
が
と
れ
て
い
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、

「
土
地
基
本
法
第
日
条
」
に
お
い

て
、
公
的
土
地
評
価
相
互
の
均
衡
と
適
正
化
を

図
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成

6
年
度
の
評
価
替
え
で
は
、
こ
の
土
地

基
本
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
全
国
一
律
に
地

価
公
示
価
格
の

7
割
程
度
を
目
標
に
評
価
替
え

を
行
い
評
価
の
均
衡
と
適
正
化
を
図
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

土
地
|
3
倍
に
上
昇
す
る
住
宅
用

地
で
も
前
年
度
比

5
%増

家
屋
l

在
来
分
の
家
屋
は

5
年
度

比
3
%減

-
評
価
額
の
上
昇
割
合
に
応
じ
て
税
額
も
増
え

る
の
で
す
か
。

先
程
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
平
成

6
年
度

の
評
価
替
え
は
基
本
的
に
評
価
の
均
衡
と
適
正

化
が
目
的
で
、
決
し
て
増
税
を
目
的
と
し
行
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
負
担
の
急
激
な
増
加
を
抑
え
る
た
め
の
総

合
的
か
つ
適
切
な
調
整
措
置
も
と
ら
れ
ま
す
0

・
急
激
な
増
税
を
抑
え
る
調
整
措
置
と
は
ど
ん

な
も
の
で
す
か
。

5
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
土
地
に
つ
い
て
で
す
が
:
:
:
。

第
一
に

。
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の
特
例
措

置
が
拡
充
。

さ
れ
ま
す
(
課
税
標
準
の
特
例
措

置
に

つ
い
て
は

3
ペ
ー
ジ
で
説
明
)。
2
0
0
.町

ま
で
の
住
宅
用
地
の
場
合
、
現
在
、
課
税
標
準

額
は
評
価
額
の

4
分
の

l
の
額
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
れ
が

6
分
の

l
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、

2
0
0
耐
を
越
え
る
部
分

(
一
般
住
宅

用
地
)
に
つ
い
て
は
、
現
在

2
分
の
ー
と
な

っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
が

3
分
の

l
に
な
り
ま
す
。

第
二
に

。
評
価
の
上
昇
割
合
の
高
い
宅
地
に

対
す
る
暫
定
的
な
課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
導

入
。

さ
れ
ま
す
。
評
価
の
上
昇
の
程
度
に
応
じヘ

〈〉
地
価
公
示
価
格

土
地
取
引
き
の
目
安
、
適
正
な
地
価
の
形
成

を
目
的
に
、
国
土
庁
が
全
国
で
約

2
万
地
点
(
標

準
地
)
に
つ
い
て
、
毎
年

1
月

1
日
時
点
の
価

格
を
判
定
す
る
。

〈〉
地
価
調
査
価
格

地
価
公
示
価
格
を
補
完
す
る
も
の
で
、
都
道

府
県
が
全
国
の
約
2
万

5
0
0
0
地
点
に
つ
い

て
、
毎
年

7
月
1
日
現
在
の
価
格
を
判
定
す
る
。

〈〉
相
続
税
評
価
額

相
続
税
や
贈
与
税
の
算
定
の
基
準
に
す
る
た

め
、
国
税
庁
が
全
国
約
げ
万
地
点
に
つ
い
て
毎

年
評
価
す
る
。

〈〉
小
規
模
住
宅
用
地
と
一
般
住
宅
用
地
の
区
分

。
小
規
模
住
宅
用
地
l
2
0
0
M
以
下
の
住
宅

用
地

o
一
般
住
宅
用
地
|
小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の

住
宅
用
地

※

2
0
0
.肝
を
越
え
る
場
合
は
住
宅

1
戸
あ
た

り
2
0
0
U
分
が
小
規
模
住
宅
用
地
で
、
残

り
が
一
般
住
宅
用
地
に
な
り
ま
す
。

200m'介が
小規模住宅用地



へて
4
分
の

3
か
ら

2
分
の

l
の
範
囲
で
課
税
標

準
の
特
例
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

第
三
に

。
宅
地
に
つ
い
て
、
よ
り
な
だ
ら
か

な
税
負
担
と
な
る
よ
う
な
負
担
調
整
。

に
改
め

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
整
措
置
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
例
え
ば
評
価
額
が

3
倍
に
上
昇
す
る
住

宅
用
地
で
も
、
税
額
は
前
年
度
の

5
%
の
増
加

に
と
ど
ま
り
ま
す
。

次
に
家
屋
に
つ
い
て
で
す
が
:
:
:
。

第
一
に

。
家
屋
の
耐
周
年
数
を
短
縮
。

し
ま

す
。
例
え
ば
、
木
造
の
住
宅
の
場
合
、
現
在
耐

可

4
4
4
441
441
4
4
4
4
、4
1
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
1
4
4
4
4
4
4
4
1
4
4

F

&
弘

一

2
1
一3

1
一6

一
置

ゅ
二

一
措

伽1
2
1
7

一
一
整
問
…

一

園

田

町

…

一
割
嗣

一

-

つ

…

れ
ハU

一

伴

…

ぽ
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十
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又
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一

実
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用

宅

一

去

ι

宅
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住

莫
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，
4
t
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投

鬼

一
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村

F
P
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周
年
数
が

M
年
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
初
年
に

ロ
年
の
も
の
が
お
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

第
二
に

砂
非
木
造
の
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
の
初

期
減
価
が
引
き
下
げ
。

ら
れ
ま
す
。

家
屋
は
、
こ
れ
ら
の
調
整
措
置
に
よ
っ
て
、

在
来
分
の
家
屋
(
既
に
課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
)

の
税
額
は
、
平
成

5
年
度
に
比
べ
少
な
く
と
も

3
%
の
軽
減
に
な
り
ま
す
。

-
評
価
替
え
に
よ
っ
て
急
激
に
固
定
資
産
税
が

増
え
る
ニ
と
は
な
い
の
で
す
ね
。

平
成

6
年
度
の
評
価
替
え
は
、
評
価
の
均
衡

と
適
正
化
が
大
き
な
目
的
で
す
。
ま
た
、
急
激

な
増
加
を
抑
え
る
た
め
の
調
整
措
置
も
と
ら
れ

ま
す
。

新
た
に
か
土
地
を
購
入
し
た
〆
家
を
建
て

た
。

H

大
き
な
機
械
を
買
っ
た
。
と
い
う
こ
と

が
な
け
れ
ば
税
金
が
急
に
増
え
て
く
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

評
価
替
え
、
ま
た
、
そ
の
他
の
税
金
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
税
務
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

。
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は

税
務
課
課
税
係

g
n
1
2
2
0
0
 

内
線

1
3
4

ま
で
お
た
す
ね
く
だ
さ
い

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※評価の上昇割合と は、平成6年度評価額を、原則!として平成3年度評価額で除して得たもので丸

【家屋関係】

家屋の評価を見直し、 税負担を軽減し ます。

①家屋の耐用年数の短縮 (現行) (改正後)

(代表例) ・木造住宅 24年一→ 20年

32年一→ 25年

住宅・アパート(鉄筋)70年一→ 60年

事務所(鉄筋) 50年一→45年
工場(鉄骨) 40年一→35年

(改正後)

3 1 
特例措置なし一一一→評価額の_，......__一

4 2 

(上昇の程度に応じて)

③宅地について、よりなだらかな税負担となるような負担

調整措置の実施

※①~③の措置により、平成 6年度から平成 8年度までの

各年度の固定資産税は、次の算式により計算されること

になります。

当年度の税額=1前年度の課税標準額×負担調整率×税率 |

②非木造の住宅・アパートの初期減価の引き下げ

(現行)0.9 (改正後)0.8 

②評価の上昇割合の高い宅地に対する暫定的な課税標準の

特例措置の導入

評価の上昇割合の高い宅地

(現行)

t 

区 介 評価の上昇割合 負担調整率

3.6倍以下のもの 1.05 
3.6倍を超え、 4.8倍以下のもの 1.075 

住宅用地 4.8倍を超え、 6.75倍以下のもの 1.1 
6.75倍を超え、 15倍以下のもの 1.15 
15倍を超えるもの 1.2 

2.4倍以下のもの 1.05 
2.4倍を超え、 3.2倍以下のもの 1.075 

非住宅用地
3.2倍を超え、 4.5倍以下のもの 1.1 
4.5倍を超え、 10倍以下のもの 1.15 
10倍を超え、 18倍以下のもの 1.2 
18倍を超えるもの 1.25 

①住宅用地の課税標準の特例措置の拡充

-非 木造

【土地関係】

広報うおづ(5) 
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市
政
の
動
き

一一…一…一一…一一…一平成5年10月

9
月
市
議
会
定
例
会

9
月
市
議
会
定
例
会
は
、
叩
日
か
ら

M
日
ま
で
の
何
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
お
議
案
の
う
ち
は
川
議
案

は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
平
成

4
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
な
ど
決
算
認
定
に
か
か
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員

会
に
付
託
し
、
継
続
審
議
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議

決

さ

れ

た

案

件

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

8
億

5
、

5
5
7
万
4
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

1
6

9
億

6
、
5
7
7
万
9
千
円
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

総
務
費

市
税
還
付
金
8
0
0
万
円
、

固
定
資
産
評
価
地
番
家
屋
地
図
作
成

委
託
料
5
7
0
万
円
を
計
上
。

民
生
費

父
子
家
庭
医
療
費

助
成
2
7
0
万
円
を
計
上
。

衛
生
費

合
併
処
理
浄
化
槽

整
備
事
業
補
助
金
1
、
9

5

0
万
円
、
簡
易
水
道
事
業
会

計
へ
の
繰
出
金
1
、
1
0
0

万
円
を
計
上
。

農
林
水
産
業
費

フ
レ

ッ
シ

ュ
F
F
V
戦
略
産
地
育
成
事

業
費
4
0
0
万
円
、
ふ
る
さ

と
農
道
整
備
事
業
費
1
、
0

0
0
万
円
、
林
業
構
造
改
善

事
業
費
4
5
0
万
円
、
農
業

集
落
排
水
事
業
会
計
へ
の
繰

出
金
6
1
0
万
円
を
計
上
。

商

工

費

中

小
企
業
小
口
事
業
資
金

預
託
金
2
、
0
0
0
万
円
を
計
上
。

土
木
費

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

費
8
0

0
万
円
、
無
雪
害
街
づ
く
り

事
業
計
画
策
定
費
3
1
0
万
円
、
市

道
改
良
舗
装
事
業
費
5
、
9
7
0
万

円
、
慶
野
宮
津
線
改
良
事
業
費
9
、

1
0
0
万
円
、
市
道
及
び
排
水
路
等

維
持
費
1
、
0
5
0
万
円
、
市
営
住

宅
建
替
計
画
に
伴
、
つ
用
地
測
量
費
3

5
0
万
円
、
魚
津
中
央
線
道
路
改
良

事
業
費
8
、
5
0
0
万
円
、
桃
山
運

動
公
園
用
地
購
入
費
1
、
1
0
0
万

円
を
計
上
。

消
防
費

消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
費
1
、

1
5
0
万
円
を
計
上
。

教

育

費

小

学
校
大
規
模
改
造
事
業

設
計
委
託
料
4
0
0
万
円
、
西
部
中

学
校
大
規
模
改
造
事
業
費
3
億

3
、

1
2
0
万
円
、
公
民
館
修
繕
費
3
4

0
万
円
を
計
上
。

災
害
復
旧
費

農
林
施
設
災
害
復
旧

費
2
、
9
5
0
万
円
、
土
木
災
害
復

旧
費
4
、
2
6
0
万
円
を
計
上
。

こ
れ
ら
の
経
費
の
財
源
と
し
て
、

分
担
金
及
び
負
担
金
、国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
財
産
収
入
、
繰
越
金
、

諸
収
入
及
び
市
債
を
充
当
し
ま
す
。

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

4
年
度
魚
津
市
継
続
費
糟
算

報
告
書
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

マ
魚
津
市
農
村
下
水
道
条
例
の
設
定

に
つ
い
て

マ
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い

て
マ
魚
津
市
水
田
農
業
確
立
特
別
対
策

事
業
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

の
設
定
に
つ
い
て

マ
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

.
市
道
東
山
5
号
線

マ
魚
津
市
消
防
合
同
斤
舎
新
築
建
築

主
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

-
契
約
金
額

4
億

4
、
9
0
8
万
円

マ
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
金
額l
億

8
、
3
8
5
万
5
千
円

同

意

イ牛

案

マ
魚
津
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
同
意

魚
津
市
上
村
木
二
丁
目
6
番
8
号

浦

田

浩

氏

マ
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
員
の
推

薦
に
つ
い
て
同
意

魚
津
市
吉
野
4
7
4
番
地

谷

原

幸

治

氏

魚
津
市
長
引
野

1
0
0
1
番
地

谷

寄

耕

民

氏

継
続
審
議
と
な
っ
た
案
件

マ
平
成
4
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
及
び
魚
津
市
下
水
道

事
業

・
魚
津
市
農
業
集
落
排
水
事

業

・
魚
津
市
簡
易
水
道
事
業

・
魚

津
市
国
民
健
康
保
険
事
業

・
魚
津

市
老
人
保
健
医
療
事
業

・
魚
津
市

農
業
共
済
事
業

・
魚
津
市
水
族
館

事
業
の
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
並
び
に
魚
津
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会
委
員

。
経

漂

稔

経

漂

忠

勝

清

河

貢

鰹

坂

昭

弘

竹

内

進
(O
委
員
長

〈敬
称
略
〉

O
七

津

秋

政

吉
崎
源
太
郎

野

沢

幸

昭

朝

野

幹

子

野

崎

栄

吉

O
副
委
員
長
)
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健
康
生
活
を

さ
さ
え
る

保
険
年
金
課
保
険
係
わ
た
し
た
ち
の
国
保

合
但

1
2
2
0
0

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入
者
が
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
、
安
心
し
て
医
者
に
か
か
れ
る
よ
う
、
日
ご
ろ
健
康

な
と
き
か
ら
加
入
者
み
ん
な
で
保
険
税
を
出
し
合
い
、
必
要

な
医
療
費
に
充
て
よ
う
と
い
う
、
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

魚
津
市
で
は
、
国
保
の
適
正
な
運
営
を
は
か
る
た
め
、

今
年
度
、
「
保
険
税
収
納
率
向
上
特
別
対
策
」
と
「
医
療
費

適
正
化
対
策
」
の

2
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

保
険
税
収
納
率
向
上

特
別
対
策

国
保
を
さ
さ
え
る
保
険
税

国
保
に
加
入
し
て
い

る
す
べ
て
の

人
は
、
必
ず
保
険
税
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
め
ら
れ
た
保
険

税
は
国
の
補
助
金
な
ど
と
と
も
に
、

医
療
費
や
助
産
費
な
ど
の
給
付
費
用

と
し
て
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

収

納

率

の

向

上

に

む

け

収
納
率
が
低
下
す
る
と
、
そ
の
ま

ま
国
保
財
政
を
圧
迫
し、

国
保
運
営

に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す。

魚
津
市
で

は
、
収
納
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

目
標
収
納
率
を
設
定
し
、
次
の
よ
う

広報うおづ(7) 

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

O
休
日
・
夜
間
の
戸
別
徴
収

O
滞
納
処
分
の
強
化

O
納
付
組
織
の
育
成
強
化

O
口
座
振
替
制
度
の
普
及
拡
大

O
広
報
活
動
の
拡
充

て

魚津市国保の保険税と医療費
(千円)

354，351 

350 

300 

250 

内
線
1
4
1
・
1
4
2

呆
ふ
央
け
兄
乃
内
入
こ

，ql
v
n
r
4
1
q
〆
ν
6
A
小
-
ノ

ご
協
力
を

理
由
も
な
く
長
い
間
保
険
税
を
滞

納
し
、
市
か
ら
の
呼
び
出
し
ゃ
納
税

相
談
に
応
じ
な
い
世
帯
に
は
、
次
の

よ
う
な
措
置
も
あ
り
ま
す
。

O
保
険
証
の
返
還
や
保
留

0
資
格
証
明
書
の
発
行

O
保
険
給
付
の
全
部
、
ま
た
は
一
部

の
差
し
止
め

国
保
が
健
全
な
財
政
で
運
営
さ
れ
、

加
入
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
保
険
税
の
納
入
に
対
し

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(単位:円)

200 

150 

50 

100 

(年)

増

え

続

け

る
医

療

費

魚
津
市
国
保
の
医
療
費
は
、
加
入

者
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
著
し
い

進
歩
な
ど
に
よ
り
、
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
か
ら
の

補
助
が
あ
っ
て
も
、
保
険
税
を
引
き

上
げ
医
療
費
支
出
を
、
ま
か
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

魚
津
市
で
は
、
加
入
者
の
み
な
さ

ん
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
増
や
さ
ず
、

平元63 62 

医
療
費
の
増
加
に
少
し
で
も
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
医
療
費
適
正
化
対

策
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

O
医
療
費
通
知
の
充
実

O

レ
セ
プ
ト
点
検
体
制
の
強
化

O
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施

O
巡
回
保
健
婦
の
訪
問
指
導

医

療

ま
百
カ
こ

y
U
4千
」
タ

y
u

大

切

に

医
療
費
が
減
少
す
れ
ば
、
そ
れ
に

よ
っ
て
保
険
税
も
低
く
抑
え
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
す
。

加
入
者
一

人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持

っ
て
、
医
療
費
を
よ
り
有
効
に
、
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

保
険
者
証

更
新
の
お
知
ら
せ

平
成
5
年
叩
月

1
日
か
ら
新

し
い
保
険
者
証
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
者
証
は
、
「
枠
の
色

が
オ
レ
ン
ジ
色
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
新
し
い
保
険
者
証
は
、

地
区

の
区
長
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配

付
さ
れ
ま
す
。
な
お、

保
険
税

未
納
世
帯
に

つ
い
て
は
、
直
接

交
付
し
ま
す
の
で
、
保
険
年
金

課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

国
保
加
入
世
帯
で
配
付
さ
れ

な
い
場
合
は
、
保
険
年
金
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



(8) 

薬更生施設について、、のレポートを書きました。アメリカの

都市では貧困問題が深刻なものになっています。街には生

活の苦しい若い独身女性が多くいます。そして、彼女たち

の多くは正しい育児方法などを勉強する機会があるにもか

かわらず、それを活かそうとはしません。アメリカの中で

も特にデトロイト市では、これは大変な問題です。もし母親が

薬物依存症であった場合、育児を投げ出しそして恐ろしい

結果を招くことにもなりかねないからです。

私は、この問題は貧困と教育の欠知だと考えます。これ

が解決されれば、たくさんの命が救われるように思います。

外国へ行くと、重要な事、

簡単な事などいろんな事を知

ることができます。ブドウの

食べ方、出生や育児の勉強は

もちろん重要な事の一つです

ね(? )。私は外国の制度や文

化などをお互いに勉強し合い、

そしてお互いの国の弱い部分

を補い合える関係を築き上げ

たいと思っています。

印
鑑
登
録
証
明
は
(
印
鑑
登
録
証
)

カ
ー
ド
方
式
に
な

市
民
生
活
課
市
民
係

広報うおづ

つ

て
い
ま
す

一一一一……一一一…一側一平成5年10月

倉
田
E
2
2
0
0内
線

1
1
2

-
登
録
す
る
印
鑑
を
市
役
所
市
民
生

活
課
窓
口
に
持
参
し
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

-
カ
!
ド
交
付
は
無
料

(
カ
ー
ド
交

付
後
の
紛
失
、
改
印
な
ど
に
よ
る

再
交
付
の
際
に
は
手
数
料
と
し
て

2
0
0
円
必
要
)。

マ
本
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合

次
の
い
ず
れ
か
を
持
参
す
れ
ば
す

ぐ
に
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
ま
す
。

①
運
転
免
許
証

・
官
公
署
発
行
の
許

可
証
、
身
分
証
明
書
(
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
顔
写
真
付
で
、
か
つ
割

印
ま
た
は
プ
レ
ス
さ
れ
た
も
の
)

②
魚
津
市
で
印
鑑
登
録
し
て
い
る
人

の
実
印
を
押
し
た
保
証
書
(
用
紙

は
窓
口
に
あ
り
ま
す
)

マ
代
理
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合

代
理
人
選
任
届
(
窓
口
に
あ
り
ま

す
)
と
代
理
人
の
認
印
が
必
要
で
す
。

※
①

・
②
が
な
い
場
合
、
ま
た
は
代

理
人
の
場
合
は
、
本
人
の
登
録
意

志
を
文
書
で
確
認
し
た
後
、
カ
ー

ド
を
お
渡
し
し
ま
す
。

手
続
き
に
は
2
1
3
日
か
か
り

ま
す
。

平
成

3
年
間
月

1
日
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

1
年

6
か
月
間
の
切
り
替
え
、
お
知
ら
せ
期
間
を
終
え
、
今
年

4
月
か
ら
は
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
磁
気
力

l
ド

『印
鑑

登
録
証
』
方
式
で
登
録
・
証
明
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
カ

l
ド
方
式
に
切
り
替
え
て
い
な
い
方
は
、
こ
れ
ま
で
の

登
録
は
抹
消
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
に
印
鑑
登
録
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こんにちは。皆さんお元気ですか。私は最近忙しくなっ

てきてはいますが、とても元気です。

先日、西布施保育園に行って、子供たちゃ先生と一緒に

観音平にブドウ狩りに行きました。その時、ブドウの食べ

方を習いました。実は、魚津に来て初めてブドウを食べた

時、皮も一緒に食べていたのです。ですから、あまりおい

しいとは思いませんでしたし あまり好きになれませんで

した…でも今は違います。その日は、子供たちと一緒にブ

ドウを食べながら鬼ごっこをして遊びました。

魚津市連合青年団の女子の集いにも参加しました。この

集いで私は母性保護についての分科会に参加しました。分

科会では、お互いの立場を認識することで母性保護につい

て考え、話し合いました。私はこの様な学習会はとても大

切なことだと思います。アメリカでは、乳児死亡が非常に

深刻な問題となっています。そして、女性は時々そのよう

な勉強をしています。

私は日本に来る前、デトロイト市で、 ホ妊婦のための麻

キャシィーのう.~訪日記
(魚津市国際交流員 キャサリン・ピータース)

このカードの提出がなければ、証明書の

請求はできません。

企印鑑登録証(カード)
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魚
津
市
民
文
化
祭
美
術
部
門

※.. . ..~ 
農祝作 市 申 10申 教賞市ー 表 スル ・ー-
協)品 宮 教 し 月 込 育 ・議般 彰 張 . . 
会か展 22育 込 21書の市会の の枠 E::I

空75↓雪 子221B最重守 農表 面白
行日、 2 会 聞 こ二 出 参賞賞市 は在
い~ 11 0 い t 期 加 ・展 不装
まと月 0 杜 合 士 限 賞 各大 可と
すま 3 内会 わ T を 種賞・ 1 す ー←
で日線教 せ ，"1 贈 協 ・ る ~
魚....--._ 4 育 先 主 る 力市 ....--._ ~ 
津水 4課唱 団展 方、唾量圃ー
市 ・ 2 体賞 ラ v ・可

-
部
門

o
一
般
の
部

-
第

1
部
・:
絵
画
(
日
本
画
、
洋
画
)

.
第

2
部
:・
書

-
第

3
部
・:
彫
刻

.
第

4
部
:・
工
芸

.
第

5
部
:・
写
真

O
教
育
の
部

(小
・
中
学
生
)

図
画

・
書

・
工
作

・
応
募
資
格

・
魚
津
市
内
に
在
住
す
る
者
、
ま
た

通
勤
通
学
者
及
び
魚
津
市
出
身
者

@
応
募
方
法

①
応
募
は
一
般

・
教
育
の
部
と
も
に

一
人
2
点
ま
で
。

一一一一
一一日
す

一一一一三
j

ま

沼山…
j
一一じ

ん一況
を
一一集

川一三
河川
一募

ku--v…ど

ヤ
ペ
ベ
氏
刈
叫ん

JX一

一三一
む
じな

シ
ホ
ャ…
j

高齢化社会に向けて魚津市では、

在宅福祉サービスの充実を図

るためホームへルパーを

募集します。

広報うおづ(9) 

②
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

③
教
育
の
部
の
作
品
は
学
校
で
取
り

ま
と
め
て
応
募
す
る
0

.
作
品
規
格

(
一
般
の
部
)

①
日
本
画

・
洋
画
は
刊
号
以
上

m号

以
内
で
額
装
(
掛
軸
の
出
品
は
不

可
)。

②
書
は
額
ま
た
は
枠
張
り
で
、
日
号

以
上
引

m
×
m
m
以
内
と
し
、
縦

横
と
も
自
由
(
て
ん
刻
に
つ
い
て

は
制
限
な
し
)。

③
彫
刻

・
工
芸
は
制
限
な
し
。

④
写
真
は
カ
ラ
l

・
白
黒
と
も
に
半

折
以
上
。
組
み
写
真
は
、
四
ツ
切

り
以
上
問
側
×

m
m
以
内
。
パ
ネ

-昭和23年 4月1日から昭和39年 4月2日

までに生まれた者

・魚津市に住所を有する者

・高等学校卒業程度の学力を有する者

・健康な者

若干名募集人員

資格

受付期間

10月 1 日(金~-11 月 1 日(月)

申し込み・問い合わせ先

市社会福祉課高齢者対策係

宮22-2200内線125・126

市
職
員
採
用
試
験

申
込
み
期
間

平
成

5
年

m月
1
日
(
金
)
i白
日
(
月
)

試験日・場所 ~氏'" 験 資 格 人員 職種

第 第 。 。。
一 一

者る 度学の力 卒短期学業大

あ成測豆Eで昭 中一 る 6 に和

1月1次試験 1月0試験次
者年士生 43 2 土
3補ま年

上 31 末月上以れた月4 
句 日 有すを 程 日の者 2 級，ー‘、 ".旬、 名 木
定予
日 でま 格資

日、、回，
か

にグ〉 ら 一

魚津市役所 魚市役津

。 格資ある
Bg 

程 技

る 度校霊高学等
手口 初

者の 取得者、 ，年51 

学有す力を程

のま 4 
所

込見 はた
月
度 自市

1 
級み 日

の平 ま

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
'

魚
津
市
役
所
総
務
課
職
員
係

一T
W
魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

g

n
l
2
2
0
0
内
線
2
2
3



。。広報うおづ

9月9日、婦中町の「パッチワーク教室J(沢布美

子さん主宰)のみなさんが、しんきろうを描いたノマ

ッチワークの作品を市へ寄贈しました。

「ロマン再発見」のタイトルがつけられた作品は、

縦1.4m横2.6mの大作。沢きんの教室で学ぶ仲間が、

昨年の8月からはほ・8か月をかけて共同制作した労

作です。沢さんが県内の名所を題材にした作品のシリ

ーズ化を計画し、今回のしんきろうがその第一作と

なったものです。

市では、作品を埋没林博物館に飾る予定に してい

ます。

再発見

州側側闘い側関側関側関側関州側関側関側関側関一一一州側側、平成 5年10月

マンロ

J唖潟恥泌A、叫問M‘僻智州減醐掛蜘tρ，桶向叫4μJ樹占百w揖蝉制制匂師舟Aベ.:.;:..;治舟向4沖情即~. ~伽彰M代細、NO拭t令.

$."‘eι :.均句

jフ。ロの指導でレベルアップ } 
フ。ロテニスフ。レーャーの神和住純さんを講師に招 i 
いた、県民大学校テニス教室が、 9月12日、早月川 3 

日 緑地テニスコートで聞かれました。 s 
? トyフ。フ。ロから直接指導が受けられるとあって、 i 
3 小学生から熟年プレーヤーまで、県内各地から約130 1 
人のテニス愛好会が参加しました。 ? 
? 日本のプロテニスの先駆者である神和住さんは、 ? 
3 基本から実戦まていユーモアを交えてわかりやすく説明 o 4，. 
3 ボレ一、スマッシュ、サーフーなど実際に手本を示し
; ながらの指導は、参加者にとても好評でした。

; 最後には、神和住きんと参加者代表チームとの模

i 範試合が行われ、プロの華麗なテクニ yクを披露し
g てくれました。
3 
3 

体憩

の
φ 

to 

ふ
る
さ
と
再
発
見
・
・
・
・
・
・
⑪

高
円
堂
用

天
神
野
台
地
の
水
団
地
帯
は
、
片

目
ハ
川
右
岸
の
東
城
か
ら
水
を
引
い
た

高
円
堂
用
水
に
よ
っ
て
潤
っ
て
い
る
。

天
神
野
台
地
は
も
と
も
と
水
の
な
い

台
地
で
、
高
円
堂
用
水
が
で
き
る
ま

で
は
、
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

に
す
ぎ
な
い
。

慶
安
二
年
(
一
六
四
九
年
)
に
開
始

さ
れ
た
工
事
は
、
二
年
後
に
一
応
の

完
成
を
み
た
が
、
完
成
後
も
た
び
た

び
欠
壊
を
繰
り
返
し
、
際
限
の
な
い

普
請
が
続
い
た
。
特
に
東
山
と
天
神

山
の
聞
の
高
円
堂
谷
を
埋
め
、
そ
の

上
に
幅

3
m
、
深
さ

l
m
、
長
さ

2

2
0
m
に
及
ぶ
木
製
の
と
い
を
か
け

た
工
事
は
困
難
を
き
わ
め
、
伝
承
で

は
乙
女
を
人
柱
と
し
て
神
に
捧
げ
て
、

工
事
の
祈
願
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

は
か
ど
ら
な
い
工
事
を
「
高
円
堂

普
請
」
と
こ
の
地
区
で
は
呼
ん
で
お
り
、

和
船
俄
航
の
中
に
唄
わ
れ
て
い
る
。

工
事
を
計
画
し
た
郡
奉
行
山
本
清

三
郎
が
、
完
成
を
記
念
し
て
十
本
の

松
を
植
え
、
永
く
十
本
松
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
が
、
年
々
枯
れ
、
最

後
の
一
本
も
近
年
伐
採
さ
れ
た
。

幸
い
、
天
神
公
民
館
に
住
時
の
十

本
松
の
絵
画
が
残
さ
れ
て
い
る
。

あ
の
人

-
L
の
ク
h
M
l
フ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
学
校
で

日
本
語
と
日
本
文
化
を
教
え
た

経z
fロざ

ま

み

え

盲
六
三
富
ω
さ
ん

(
市
内
仏
国
初
歳
)

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
と
身
近
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
貴
重
な
体
験
で
し
た
」
。

経
沢
き
ん
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ビ
ク
ト
リ
ア
州
に
あ
る
ロ
ン
グ
フ

ォ
ー
ド
小
学
校
で
、
叩
か
月
間
に
わ



o. 

広
議
煽
も

ス
υ
l
ク
イ
l
u
J紹
介
・

ス

し

ん

さ

ろ

う

|

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
は
・
:
。

ま
す
か
。

だ

し

ゅ

う

こ

父

の

会

社

と

関

係

の

あ

る

業

者

の

い

ろ

ん

な

色

を

持

っ

て

い

る

一
J

さ
ん

(n歳
)
方
な
ど
い
ろ
ん
な
方
か
ら
お
話
が
あ
そ
し
て
い
ろ
ん
な
色
を
感
じ
さ

(
市
内
上
村
木
)
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
自
分
自
く
れ
る
街
だ
と
思
い
ま
す
。
蚤

身
で
出
場
す
る
こ
と
に
決
め
て
自
分
に
感
じ
る
神
秘
、
冬
の
雪
、
人

で
応
募
し
ま
し
た
。

ど
長
く
付
合
う
に
つ
れ
、
色
も

l
J
、
ス
し
ん
き
ろ
う
。
に
選
ば
れ

趣
も
増
し
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

た
今
の
お
気
持
ち
は
:
・
。

ー

こ
れ
か
ら
忙
し
く
な
り
ま
す
ね
。

う
れ
し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

景
色
の
美
し
き
ゃ
情
緒
の
豊
か
さ
、

唇
気
楼
は
子
供
の
頃
に
一
度
見
た
こ
そ
し
て
何
よ
り
も
人
の
温
か
き
を
多

と
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
覚
え
て
い
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

ま
せ
ん
。
ミ
ス
し
ん
き
ろ
う
に
選
ば
う
自
分
な
り
に
魚
津
を

P
R
し
て
い

れ
た
今
、
も
う
一
度
見
て
み
た
い
と
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
こ
れ

思
い
ま
す
。

か
ら
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

l
魚
津
は
ど
ん
な
町
だ
と
感
じ
て
い

す。
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悩

た
り
日
本
語
と
日
本
文
化
を
教
え
て

き
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
雑
誌
で
み
た
、

(
財
)
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
ス
の
教
育
実
習
生
に
応
募
。
選

考
試
験
に
パ
ス
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

「向
こ
う
の
小
学
校
で
は
、
毎
日

授
業
を
受
け
持
っ
て
い
ま
し
た
。
日

本
語
ば
か
り
で
な
く
、
お
り
紙
、
習
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も

字
、
茶
道
な
ど
日
本
の
文
化
も
紹
介
喜
ん
で
い
ま
し
た
」
。

し
ま
し
た
。
中

で

も

、

子

ど

も

た

ち

経

沢

さ

ん

は

、
英
語
が
上
達
し
た

が
一
番
興
味
を
示
し
て
く
れ
た
の
が
、
こ
と
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
や
日
本

日
本
の
昔
な
が
ら
の
遊
び
で
す
」
。

の
文
化
を
た
く
さ
ん
の
人
に
紹
介
で

最
初
の

1
か
月
は
、
な
か
な
か
英
き
た
こ
と
が
、
今
回
一
番
の
収
穫
だ

語
が
通
じ
な
く
て
苦
労
し
た
と
話
す
っ
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

経
沢
さ
ん
。

「
教
え
た
子
ど
も
た
ち
が
、
も
う

「
で
も
、
子
ど
も
た
ち
と
は
、
遊
少
し
大
き
く
な
っ
た
頃
、
も
う
一
度

び
を
通
し
て
す
ぐ
に
仲
よ
く
な
り
ま
ロ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
の
町
を
訪
れ
て
み

し
た
。
経
団
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
た
い
」
と
、
最
後
に
笑
顔
で
話
し
て

と
、
習
字
や
手
紙
の
交
換
も
す
る
こ
く
れ
ま
し
た
。

総涜
気
一様ゐ
と
お
匁
ズ
…俵
ち
ゃ
ん
一

あ

ゆ

み

盛

本

将

伍

く
ん
(
達
男

・
昭
子
さ

山
口
車
由
美
ち
ゃ
ん
(
勉

・
美
雪
さ

ん

夫

妻

の

長

男

)

上

口

ん

夫

妻

の

長

女

)

上

村

木

平
成

3
年

ロ

月

比

日

生

ま

れ

平

成

3
年
ロ
月
ロ
日
生
ま
れ

ノ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
に
な
っ
て

ね
ノ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

元
気
で
愛
き
ょ
う
の
あ
る
子
に
な

っ
て
ね
。
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調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

竹
月

1
回
全
国
一
斉
に
実
施

土
地
基
本
調
査
世
帯
調
査

こ
の
調
査
は
、
全
国
約

ω万
世
帯

を
対
象
に
、
土
地
の
所
有
状
況
や
そ

の
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
す
る
も
の

で
す
。

調
査
結
果
は
、
国
の
宅
地
開
発
計

画
や
土
地
利
用
計
画
な
ど
の
土
地
政

策
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
調
査
期
日
日
月
1
日
(
月
)

・
調
査
対
象

約
4
0
0
世
帯

-
調
査
票
配
布

日
月
お
日
(
土
)

j
M
U
日
(
日
)

日
月
1
日
(
月
)

1
7
日
(
日
)

-
調
査
票
回
収

第

9
次
漁
業
セ
ン
サ
ス

こ
の
調
査
は
、
海
面
や
内
水
面
の

漁
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
全
国
の
漁
業
従
事
者
と
漁
業
関

連
業
の
方
を
対
象
に
行
う
も
の
で
す
。

調
査
は
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
方

に
、
調
査
員
が
直
接
お
会
い
し
て
聞

き
取
り
な
が
ら
行
い
ま
す
。

各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
水
産
行

政
施
策
を
進
め
る
た
め
の
重
要
な
調

査
で
す
の
で
、
関
係
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

-
間
合
先

市
総
務
課
行
政
係

E
n
|
2
2
0
0
内
線
2
2
2

海
区
漁
業
調
整
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

登
載
申
請
書
に
基
づ
い
て
調
整
し

た
海
区
漁
業
調
整
委
員
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

-
縦
覧
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(魚
津
市
役
所
内
)

-
縦
覧
期
間

叩
月
初
日

i
日
月
3
日

・
間
合
先

市
選
挙
管
理
委
員
会

B
n
|
2
2
0
0
内
線
2
3
1

市
農
業
委
員
会
か
ら

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

農
地
(
田

・
畑
な
ど
)
を
宅
地
や

駐
車
場

・
資
材
置
場
な
ど
農
地
以
外

に
使
用
す
る
と
き
は
、
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。

-
転
用
の
種
類

①
農
地
の
所
有
者
自
身
が
転
用
す
る

場
合
(
農
地
法
第
4
条
)

②
農
地
の
所
有
権
を
持
た
な
い
者
が

所
有
者
か
ら
売
却
ま
た
は
借
り
て

転
用
す
る
場
合
(
農
地
法
第

5
条
)

・
申
請
の
方
法

申
請
書
を
市
農
業
委
員
会
(
市
農
業

水
産
課
内
)
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
0

・
提
出
締
め
切
り

毎
月
初
日

※
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
は
、
転

用
申
請
の
前
に
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
手
続
き
が
必
要
で
す
(
除

外
申
請
の
受
付
は
、

6
月
と
ロ
月

の
年
2
回
だ
け
で
す
)。

-
間
合
先

(
農
地
転
用
の
計
画
が
あ

る
方
は
早
自
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

)

市
農
業
委
員
会
事
務
局

g
n
l
2
2
0
0
 

内
線
3
5
1
・
3
5
2

量叫1

自の
木

即

売

AQE 

• 
日

時

日
月
日
日
(
土
)

午
前
9
時

1
午
後
3
時

魚
津
市
役
所
駐
車
場

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
・
サ

ザ
ン
カ

・
果
樹
な
ど
百

種

4
0
0
0
本

新
川
森
林
組
合

g
n
l
o
l
1
1
 

• • 
種場

類所

-
間
合
先

可

...，j 

ふ
る
さ
と
講
演
会

魚
津
市
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

県
内
出
身
の
著
名
な
講
師
を
招
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
・
角

度
か
ら
見
た
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
ト

l
ク
し
て
も
ら
い
ま
す
。

講師

尾島俊雄氏

-
講
師
招
介

。
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
教
授

o
工
学
博
士

O
東
京
大
学
先
端
研
客
員
教
授

※
「
絵
に
な
る
都
市
づ
く
り
」
(N

H
Kブ
ッ
ク
ス
)「
東
京
大
改
造
」

(筑
摩
書
)
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

演
題
魚
津
の
町
づ
く
り
と
生
活
を
展
望
す
る

日
時
日
月
2
日
(
火
)
午
後
6
時
i

会
場
東
京
第
一
ホ
テ
ル
魚
津

(
2階
「
鳳
恩
の
閏
」
)

間
合
先

市
企
画
広
報
室
秘
書
係

g
n
1
2
2
0
0
内
線
2
0
6

聴
講
は
無
料
で
す
。
会
場
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

F
'
ト

‘

，

ト

ト

ト

P
ト
P
ト
ト
ト
P
ト
ト
ト
P
ト
F
ト
F
ト
F
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
-v
ト
b
F

ト
-v
ト
P
ト
ト
弘

行
政
相
談
週
間

m月
げ
日
(
日

)
i四
日
(
土
)

み

な

さ

ん

の

た

め

の

・

行

政

相

談

委

員

行
政
相
談
所
を
開
設

窪
田
義
久
合
同
比

uυ

・

と

き

住
吉
智
恵
子
末
広
町
叩
|
η

叩
月
引
日
(
木
)

g

n
l
3
9
0
6

午
後

1
時

i
4時
・

富

山

行

政

監

察

事

務

所

富
山
合
同
庁
舎
5
階

・
と
こ
ろ

富
山
市
牛
島
新
町
は
|
7
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広報うおづ(13) 

1
m月
訂
日
ま
で
禁
止
)

角
川
l
国
道

8
号
線
角
川
儒
下
流

端
か
ら
北
陸
本
線
鉄
橋
上
流
ま

で
の
区
域

(
9
月
初
日
j
m
月

白
日
ま
で
禁
止
)

-
間
合
先

市
農
業
水
産
課
水
産
係

E
n
|
2
2
0
0
内
線

3
5
3

用
水
路
の

減
水
と
断
水

県
で
は
、
用
水
路
工
事
の
た
め
、

次
の
と
お
り
用
水
路
の
減
水
と
断
水

を
行
い
ま
す
。

マ
減
水

・
区
域

-
期
間

片
貝
川
左
岸
下
流
幹
線
水

路
及
び
経
団
用
水
路

平
成

5
年
刊
月
8
日
(
金
)

1
平
成
6
年

3
月
刊
日
(
木
)

マ
断
水

・
区
域

・
期
間

天
神
用
水
路

平
成
5
年
叩
月
8
日
(
金

ー
平
成
6
年
3
月
刊
日
(
木
)

・
間
合
先

魚
津
農
地
林
務
事
務
所
耕
地
課

E
M
|
5
3
1
1
 

消
防
本
部
か
ら

危
険
物
取
扱
者
試
験

-

種

目

・
試
験
日

・

場

所

・

受

付

甲
種
・乙
種
全
類
・丙
種

日
月
日
日
(
日
)
・
幻
日
(
旦

魚
津
工
業
高
校
ほ
か

日
月
4
日
(
8
1
U
日
(
事

受
験
の
た
め
の
予
備
講
習
会

丙
種
叩
月
初
日
(
志

甲

・
乙
種

叩
月
幻
日
(
事

-
n
日
(
念

・

場

所

魚
津
勤
労
者
会
館

※
申
込
・
問
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課
8
M
l
0
2
9
5
 

• 
期

日

川縁

上村木

島尻

川西一男

野田南海男

宗隆美則

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
制
度

叩
月
1
日
か
ら
対
象
を
拡
大

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
親
と
児
童
・

父
子
家
庭
の
児
童

・
父
母
の
な
い
児

童
に
対
し
て
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
日
月
1
日
か
ら
そ
の

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
対
象
と
な
る
方
は
こ
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
対
象
と
な
っ
て
い
た
方
も
更

新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
対
象
者

O
母
子
十
営
企
庭
の
母
と
児
童
夫
四
歳
ま
で
)

O
父
子
{
丞
胞
の
父
と
児
童
(
問
歳
ま
で
)

O
父
母
の
な
い
児
童
を
養
育
す
る
者

と
父
母
の
な
い
児
童
(
児
歳
ま
で
)

・
助
成
範
囲

対
象
者
の
医
療
費
の
個
人
負
担
分

.
申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん

・
保
険
証

-
申
請
・
間
合
先

市
社
会
福
祉
課
婦
人
児
童
係

包
幻

|
2
2
0
0
内
線

1
2
4

平
成

5
年
度

模
範
商
工
従
業
員
表
彰

模
範
商
工
従
業
員
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い

-
推
薦
書
提
出
期
限

・
提
出
・
間
合
先

魚
津
商
工
会
議
所

(
E
n
l
1
2
0
0
)
 

※
表
彰
式

・
日
時

-
会
場M

H
也也九日

品
目
川

HH

叩
月
鈎
日
(
企

日
月

n
日
(
月
)

午
後

3
時

i

東
京
第
一
ホ
テ
ル
魚
津

に
注
意
/

山
に
お
出
か
け
の
方
は
、
熊
に
出

合
う
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

-市政情報テレホン・サービス

ft22-3600 

・キャプテン・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

・求人テレホン・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金 ・土)ft24-8841

・税務テレホン・サービス(税務相談室

富山分室) ft0764-31-9222 

・健康テレホン・サービス(県保険医協

会) ft0764-42-0003 

(月)おならが多くて気になる

(火)赤ちゃんのしゃ っくり

(水)鉄のはたらき

(木)舌が荒れたら

(金)手足のこわば、り

(土・日)膝がポキンと鳴るのは病気か

なくそう

羽、すみ網密漁砂

iご寄付ありガとう t 片
600下 貝

ございました今称船 、 m 流 川
:::;ま端 |
でか富

砂社会福祉基金として |のら 山

汁 静江青島 30.000円|区 、地

水白ヤヨエ港町 50，000円|域型友
野村政次六郎九 5，000円 |7長造
砂善意銀行へ |月ら線

新川水橋信用金庫グリーン会 50，190円 20上鉄
魚津保育園職員一同 4，000円| 日流橋

長谷河修相ノ木 100，000円

高島英雄三ケ 30，000円

友愛会代表経沢照男 20，000円

西田洋二太光寺 10，000円

北山三郎住 吉 10，000円
友田道治新角川二丁目 10，000円

新川高校愛の募金箱 11，360円
黒瀬ファミリー 相ノ木 3，000円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

田中郁子火の宮町 3，000円

宮島明美 下村木町 30，000円

松井正二文化町 50，000円

伊藤よしゑ 吉島一丁目 50，000円

小坂武夫本江 50，000円

寺田 清 北中 100，000円

(有)魚津飯金吉島 5，000円

野村 幸男立石 5，000円

布本芳忠 川崎市 100，000円
(有)三井自動車友の会天神町P新

3，000円

50，000円

50，000円
50，000円
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日
書
|
叩

伽
図
む

側関側側側一一…一一一一一一……一平成5年10月
無
限
の
海
へ

読
書
の
旅
立
ち
・
・
・
・
・
・
⑦

幻
日
か
ら
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま

す
。
マ
ー
ク
の
フ
ク

ロ
ウ
は
、
神
話

の
中
で
知
恵
の
女
神
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の

使
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
学
問
や
読

書
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

深
ま
り
ゆ
く
秋
、
心
に
残
る
本
と

出
会
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

バ

ブ

ル

の

後

の

物

語

郎

永

漢

わ
け
あ
っ
て
引
っ
越
し
ま
す
中

沢

正

夫

時
代
を
読
む
、
お
金
を
活
か
す

海
江
田
万
里

瑚

排

大

百

科

諸

岡

博

熊

告
自
の
記
・逢
い
た
い
石
原
ま
き
子

法

廷

ウ

ォ

ッ

チ

ン

グ

和

久

峻

三

日
本

経

済

の

決

断

加

藤

寛

〈
文
学
・
小
説
〉

狸

の

幸

福

曽

野

ス
テ

ッ
セ
ル
の
ピ
ア
ノ
五
木

寛
之

家
族
の
な
か
の
私
海
老
名
香
葉
子

お
ん
な
の
家

橋

田
寿
賀
子

否

認

堀

田

力

恋
愛
レ
ッ

ス
ン

内
館

牧
子

不
思
議
の
国
の

O
L
た
ち

ア
グ
ネ
ス

・
チ

ャ
ン

写

楽

百

面

相

泡

坂

妻

夫

〈
富
山
の
本
〉

神
通
川

宇
野
仔
江
子

ア
イ
ガ

モ
農

法

荒

田

清

耕

富
山
の

伝

説

石

黒

浅

子

富
山
県

の

温

泉

富

山

県

と
や
ま
の
医
学
史
(
著
者
寄
贈
)

館

秀

夫

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
ま
で

2
週
間
で
す
。

綾
子

ゆ
峰
山

μ日一山
υ.し
〉

5
日
(
火
)
映

画

時

を
計
る

ロ
日
(
火
)
工
作

石
に
絵
を
か
こ
う

凶
日
(
火
)
映

画

虫
歯
に
な

っ
た
王

様

お
日
(
火
)
工
作

え
ん
ぴ

つ
立
て

と

き

午
後
4
時
j

対
象

幼
児
i
小
学
生
(
無
料
)

抑

教

室

‘E
・
E

・
、... 
2
'
 

。
と

日
月
日
日

(水
)

午
後

1
時
初
分

i

「
髪
」
「
許
す
」
「
雑
詠
」

脇
坂
正
夢
先
生

き

O
兼

題
助
言
者
古
文
書
解
読
会

。
と

日
月
ロ
日

(
火
)

午
後

1
時
ぬ
分

i

き

寺口哲央くん(3歳)

寺ロ倫世さん(経由小学校2年)

ジ
ュ
ウ
レ
ン
ジ
ャ

ー
が
大
好

き
な
哲
央
く
ん
。
質
問
に
は
っ

き
り
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
や
ト
!
?
ス
、

昔
話
の
本
を
よ
く
読
む
そ
う
で

す

。

(

哲

央

く

ん

)

「
魔
女
の
宅
急
便
」
が
好
き

で
す
。
最
後
に
、
キ
キ
が
友
達

を
助
け
る
か
ら
で
す
。

「
イ
ソ
ッ
プ
童
話
」
も
よ
く

読
み
ま
す
。
(
倫
世
き
ん
)

草
が
な
原
本
で

読
む
読
書
会

O
と

き

日
月
お
日

(
木
)

午
後

1
時
初
分

1

0
テ
キ
ス
ト
校
註
「
土
佐
日
記
」

(
図
書
館
で
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
。
)

市

民

会

館

催

物

8
2
1
1
3
0
2
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無 短

吉内小生巨三円大人;当

入、日 0日
場

科
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0円券
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」
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セ
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タ
ー

m
u
m
-
2
4
0
2
 

叩
月
の
行
事

交
ク
ッ
キ
ン
グ

同
日
(
土

)
1
時
ぬ
分

1

こ
ば
と
母
親
ク
ラ
ブ
の
お
母
さ
ん
達

と
一
緒
に
作
り
ま
す。

古
モ
ビ

l
ル
作
り

お
日
(
火

)
i羽
田
(
土
)

モ
ビ
ー
ル
を
飾
っ
て
部
屋
の
中
を
グ

ツ
と
秋
に
し
ま
し
ょ
う
。
無
料

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
祝
日

お 本紙は 森林資源保護のため再生紙を使用しています。

橋

集

後

記

今
年
は
、
冷
夏
だ
っ
た
せ
い

か
残

暑
も
な
く
、
す
ぐ
に
秋
に
移
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
、
行

楽
の
秋
、
味
覚
の
秋
:
:
:
。

何
を
す
る
に
し
て
も
、
き
わ
や
か
で

落
ち
着
い
た
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

私
も
、
9
月
か
ら
キ
ャ
シ
ィ
ー
の

英
会
話
教
室
に
入
り
ま
し
た
。
秋
が

終
わ
る
頃
ま
で
に
は
、
少
し
は
し
ゃ

べ
れ
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い

る
の
で

す
が
。
で
も
、
そ
ん
な
に
甘
く
は
な

い
で
す
よ
ね
。

(I
)

空
が
、
景
色
が
、
空
気
が
、
水
が

:
や
っ
ぱ
り
違
う
。
変
っ
た
。

冷
夏
で
季
節
の
変
り
目
が
は
っ
き

り
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
な
か
な
か
気

付
か
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

季
節
が
。
秋
。
に
変
わ
っ
て
い

る
。

今
、
目
に
映
る
よ
う
な
澄
み
き
っ
た

空
を
H

秋
空
。
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

な
ん
だ
か
似
合
わ
な
い
こ
と
を
書

い
て
い
る
な
ァ
・
:
季
節
が
変
わ
っ

た

の
で
は
な
く
て
、
自
分
が
変
っ

た
の

か
な
・:
?

(
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)

)

七

6

8

4

曽
有

i
j

腕

附

H

M
川

出

釣

ほ

即

日
仏
日
仏
日
仏
日

続

月

(

引

2
9
1
h
討

9

7

6

3

ド

ヨ

昨

a
a
札

数

M

一一

川
側
同
計
一
向

湘

編集/企画広報室 印刷/魚津印制株式会社

市の人口


